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工事損失引当金・営業外費用・特別損失 の計上に関するお知らせ 
 

平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日）において、工事損

失引当金及び営業外費用（為替差損）並びに特別損失を計上いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1．工事損失引当金の計上の内容 

当社の事業のなかで主に航空機内装品等製造関連事業においては、海外航空会社及び海外航空機メ

ーカーとの輸出取引のなかに主として米ドルによる外貨建て取引を多く含んでおります。 近の為替相場

を勘案し、業績予想の前提となる第３四半期以降の為替レートを当初計画における 1 米ドル当たり 85 円か

ら 80 円に変更したことから、これら外貨建て取引の製品について損失が増加する見込みとなり、工事損失

引当金を 2,285 百万円計上しました。これに伴い、当第 2 四半期連結累計期間の営業損益において 1,149

百万円損失が増加しました。 

 

2．営業外費用（為替差損）計上の内容 

昨今の為替相場の変動により、平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間において、為替差損 506 百万

円を営業外費用に計上しました。 

なお、これには第２四半期末時点で当社の保有する外貨建営業債権などを同日の為替相場で評価した

ことで発生した評価損を含んでおり、今後の為替相場の状況により変動します。 

 

3．特別損失の計上の内容 

平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間において、災害に伴う特別損失を 263 百万円計上しました。 

これは主に東日本大震災による地震及び津波の影響を受けた仙台整備工場の操業休止期間中の固定

費及び工場施設・設備・機材等の現状回復費用によるものです。 

 

4．業績に与える影響 

本件による業績への影響につきましては、本日（平成 23 年 11 月 8 日付）公表いたしました「平成 24 年３

月期 第２四半期決算短信 [日本基準]（連結）」をご参照ください。 

 

 
 

以上 
 

 
 


